
恵庭市議会が早稲田大学マニフェスト研究所 

「 議会改革度調査」 で道内８位にランク 

早稲田大学マニフェスト研究所では、2009 年に議会改革調査部会を発足さ

せ、議会改革の取組状況や傾向を把握することを目的に2010 年以降毎年議会

改革度調査を行っています。この調査は、「 情報共有」、「 住民参画」、「 機能強化」

の各分野における取組みを数値化し合計得点によりランキングを公表すること

としており、本市議会は2020 年調査で北海道内179 市町村中第8 位、全国

総合では第223 位にランクされたもので、道内市の中では登別市、帯広市に次

ぐ 3 番目となっています。  

これまでも、様々 な議会改革に取り組んできましたが、2019 年調査では道

内第68 位、全国総合では第927 位でした。  

 ランク上昇の要因は、これまでの取組みとともに、「 恵庭市議会災害時対応マ

ニュアル」 の作成やタブレットの導入による資料作成業務の低減とペーパーレ

ス化への取組みなどが結果に結びついたものと考えておりますが、本市議会よ

り上位にランクされる市町村とのポイント差は依然として大きいのも事実です。 

真の議会改革とは議員一人ひとりの意識改革にあることから、様々 な議会シ

ステムの改革を行うことで議員自らの意識改革に繋げていく ことが重要です。  

 議会改革は今も進行しています。そこに終わりはありません。時代が変わって

も、人が変わっても、どこまでも改革の炎を燃やし続けるための改革であること

を意識しながら、これからも「 議会改革」という永遠のテーマに取り組んで参り

ます。  
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